
（様式２）

2020年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」

事業実施報告書

道府県・政令市名【 静岡県 】

学校名【 三島市立徳倉小学校 】

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）

２実施対象者

（学年･人数）
三島市立徳倉小学校 ６年生 ７１人

３展開の形式 （１）学校における活動

① 教科名（ 学級活動 ）

② 行事名（ パラリンピアンの体験を聞こう ）

③ その他（ ）

（２）地域における活動

① イベント名（ ）

② その他 （ ）

４ 目 標

（ねらい）

あすチャレ ジュニアアカデミーを通じて、パラリンピアン

(馬島 誠 氏)とオンライン(ZOOM)をつないで、体験談を聞

く。その中で、障害者理解とパラリンピックに興味を持つ。

５ 取組内容 あすチャレ ジュニアアカデミーと事前連絡を取り、通信機器

やワークシートを送っていただき、準備を進める。

前日は、通信状況のテストを行う。

当日は、事務局もZOOMに加わり、馬島 誠 氏の体験談を

聞き、「くじけないで、目標を達成することが大切である」等の

感想を持つ。

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成



あすチャレ ジュニアアカデミーからワークシートも送って

いただき、学習の振り返りもできた。

６ 主な成果 オンライン形式ではあったが、パラリンピアンから生の声を聞

き、質問や感想等を伝えることができ、貴重な体験となった。

７実践において

工夫した点

（事業の特色）

オリンピックパラリンピック教育推進校に今回の取り組みを

紹介した。当日の授業も公開した。

８主な課題等 あすチャレなど、関連機関を有効活用していくこと。

推進校同士が情報交換して、有効な取組を広げていく。

９来年度以降の

実施予定

コロナの感染状況を見て判断することになるが、実体験できる

ような事業を計画したい。


